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録

人
文

・
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・
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こ
の
リ
ス
ト
は
１１
月
２３
日
～
１１
月
２９
日
発
行
の
書
籍
を
、
ト
ー
ハ
ン
・

日
販
等
各
取
次
店
仕
入
書
籍
と
同
時
期
の
小
社
到
着
図
書
に
よ
っ
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
新
刊
の
う
ち
か
ら
主
な
も
の
を
選
び
、
小
社
へ
の
寄
贈

書
を
選
ん
で
掲
げ
ま
し
た
。
資
料
は
ト
ー
ハ
ン
の
新
刊
案
内
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
新
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

春
成
秀
爾
編

世
界
の
な
か
の
沖
ノ
島

二
六
〇
〇

雄
山
閣

野
間
秀
樹

言
語
存
在
論

五
五
〇
〇

東
京
大
学
出
版
会

黒
瀬
直
宏

改
訂
版

複
眼
的
中
小
企
業
論

四
五
〇
〇

同
友
館

湊
二
�

都
市
計
画
の
裁
判
的
統
制

七
五
〇
〇

日
本
評
論
社

新
谷
尚
紀
編

民
族
伝
承
学
の
視
点
と
方
法
九
五
〇
〇

吉
川
弘
文
館

塩
川
哲
朗

古
代
祭
祀
構
造
と
伊
勢
神
宮

一
二
〇
〇
〇

同

鈴
木
元

異
文
化
理
解
・
協
力
の
旅

一
八
〇
〇

文
理
閣

モ
ー
ト
ン

自
然
な
き
エ
コ
ロ
ジ
ー

四
六
〇
〇

以
文
社

恩
田
睦

近
代
日
本
の
地
域
発
展
と
鉄
道

五
〇
〇
〇

日
本
経
済
評
論
社

土
橋
俊
寛

ゲ
ー
ム
理
論

二
二
〇
〇

日
本
評
論
社

須
網
隆
夫
編

英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
と
Ｅ
Ｕ
の
未
来

二
〇
〇
〇

同

黒
川
信
重

オ
イ
ラ
ー
の
ゼ
ー
タ
関
数
論
二
四
〇
〇

現
代
数
学
社

加
納
実
紀
代

「
銃
後
史
」
を
あ
る
く
三
〇
〇
〇
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会

山
崎
準
二
編

教
育
原
論

二
〇
〇
〇

学
文
社

生
田
敏
康
他

民
法
総
則

二
〇
〇
〇

法
律
文
化
社

倉
林
秀
男

言
語
学
か
ら
文
学
作
品
を
見
る
二
九
〇
〇

開
拓
社

早
瀬
尚
子
編

言
語
の
認
知
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

四
二
〇
〇
同

コ
ル
バ
ン

静
寂
と
沈
黙
の
歴
史

二
六
〇
〇

藤
原
書
店

マ
タ
ー
ル

帰
還

父
と
息
子
を
分
か
つ
国
三
二
〇
〇

人
文
書
院

山
田
登
世
子

メ
デ
ィ
ア
都
市
パ
リ

二
五
〇
〇

藤
原
書
店

佐
藤
健
一
郎

十
二
支
の
民
俗
誌

二
四
〇
〇

八
坂
書
房

末
木
文
美
士

死
者
と
菩
�
の
倫
理
学

二
六
〇
〇

ぷ
ね
う
ま
舎

山
田
登
世
子

都
市
の
エ
ク
ス
タ
シ
ー

二
八
〇
〇

藤
原
書
店

内
尾
太
一

復
興
と
尊
厳

三
八
〇
〇

東
京
大
学
出
版
会

朝
治
武

水
平
社
論
争
の
群
像

二
八
〇
〇

解
放
出
版
社

柿
澤
宏
昭
他

保
持
林
業

二
七
〇
〇

築
地
書
館

パ
ペ

イ
ス
ラ
エ
ル
に
関
す
る
十
の
神
話

三
四
〇
〇

法
政
大
学
出
版
局

瀬
木
比
呂
志

裁
判
官
・
学
者
の
哲
学
と
意
見
二
〇
〇
〇

現
代
書
館

立
野
正
裕

百
年
の
旅

第
一
次
大
戦
戦
跡
を
行
く

二
五
〇
〇

彩
流
社

重
田
園
江

隔
た
り
と
政
治

二
八
〇
〇

青
土
社

中
村
純
夫

�
の
カ
ラ
ス
を
追
う

二
四
〇
〇

築
地
書
館

人
口
学
事
典

二
〇
〇
〇
〇

丸
善
出
版

南
塚
信
吾

情
報
が
つ
な
ぐ
世
界
史
五
〇
〇
〇

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

佐
藤
卓
己

現
代
メ
デ
ィ
ア
史

新
版

二
九
〇
〇

岩
波
書
店

吉
浜
文
洋

看
護
的
思
考
の
探
究

三
〇
〇
〇

ゆ
み
る
出
版

増
原
綾
子
他

は
じ
め
て
の
東
南
ア
ジ
ア
政
治

二
二
〇
〇

有
斐
閣

李
映
権

済
州
歴
史
紀
行

二
五
〇
〇

同
時
代
社

一
ノ
瀬
俊
也

昭
和
戦
争
史
講
義

一
八
〇
〇

人
文
書
院

ア
ジ
ェ
ー
ジ
ュ

共
通
語
の
世
界
史

四
六
〇
〇

白
水
社

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

秘
教
講
義

１

四
八
〇
〇

春
秋
社

フ
ッ
ク
ウ
ェ
イ

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
格
率

五
〇
〇
〇

同

高
桑
和
巳
編

デ
リ
ダ
と
死
刑
を
考
え
る

三
〇
〇
〇

白
水
社

廣
利
吉
治

愛
着
と
共
感
に
よ
る
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症
児
の
発
達

支
援

二
五
〇
〇

福
村
出
版

比
較
で
照
ら
す
ギ
ャ
ス
ケ
ル
文
学

四
〇
〇
〇

大
阪
教
育
図
書

沖
田
吉
穂

フ
ラ
ン
ス
近
代
小
説
の
力
線

六
〇
〇
〇

水
声
社

熊
谷
治
子

音
楽
と
絵
画
で
読
む
Ｔ.

Ｓ.

エ
リ
オ
ッ
ト

四
五
〇
〇

彩
流
社

土
肥
美
帆

北
に
生
き
る
猫

二
四
〇
〇

河
出
書
房
新
社

牧
逸
馬

世
界
怪
奇
残
酷
実
話

一
七
五
〇

同

横
溝
正
史

真
珠
郎

由
利
・
三
津
木
探
偵
小
説
集
成
１

二
七
〇
〇

柏
書
房

上
田
慎
一
郎

ド
ー
ナ
ツ
の
穴
の
向
こ
う
側

一
〇
〇
〇

講
談
社

古
川
日
出
男

作
家
と
楽
し
む
古
典

一
五
〇
〇

河
出
書
房
新
社

ケ
レ
ッ
ト

ク
ネ
レ
ル
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

一
九
五
〇

同

唯
野
未
歩
子

彼
女
た
ち
が
や
っ
た
こ
と

一
五
〇
〇

筑
摩
書
房

映
画
監
督
市
川
準

追
憶
・
少
女
・
東
京

二
五
〇
〇

ワ
イ
ズ
出
版

塚
本
晋
也

冒
険
監
督

一
四
〇
〇

ぱ
る
出
版

上
條
真
埜
介

そ
こ
に
あ
っ
た
江
戸

四
五
〇
〇

求
龍
堂

林
忠
彦

昭
和
を
駆
け
抜
け
る
二
五
〇
〇
ク
レ
ヴ
ィ
ス

東
山
彰
良

夜
汐

一
六
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

文
珠
四
郎
義
博

冬
の
峠

一
三
〇
〇

幻
冬
舎

中
山
七
里

静
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
要
介
護
探
偵
一
四
〇
〇
文
藝
春
秋

舞
城
王
太
郎

さ
れ
ど
私
の
可
愛
い
檸
檬

一
五
〇
〇

講
談
社

菅
野
彰

竜
頭
町
三
丁
目
ま
だ
四
年
目
の
夏
祭
り

一
四
〇
〇

徳
間
書
店

岡
崎
乾
二
�

近
代
芸
術
の
解
析

抽
象
の
力
三
八
〇
〇

亜
紀
書
房

魔
術

芥
川
龍
之
介
幻
想
ミ
ス
テ
リ
傑
作
集

二
三
〇
〇

彩
流
社

ボ
ー
ド
マ
ン

イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
る
映
画
の
歴
史

二
〇
〇
〇

フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社

岡
田
嘉
夫

エ
エ
マ
イ
シ
ャ
ツ
を
着
た
男
た
ち

一
三
〇
〇

出
版
ワ
ー
ク
ス

名
木
田
恵
子

春
を
あ
け
て
、
私
の
詩
を
き
い
て

一
五
〇
〇

同

野
村
四
郎

芸
の
心

二
八
〇
〇

藤
原
書
店

浅
沼
圭
司

映
画
美
学
入
門

四
〇
〇
〇

水
声
社

小
沼
丹

井
伏
さ
ん
の
将
棋

四
〇
〇
〇

幻
戯
書
房

正
岡
容

月
夜
に
傘
を
さ
し
た
話

五
五
〇
〇

幻
戯
書
房

福
田
邦
夫

忘
れ
ら
れ
失
わ
れ
た
奇
妙
な
色
を
追
っ
て

１

一
三
〇
〇

青
娥
書
房

福
野
礼
一
郎

人
と
も
の
の
讃
歌

２

二
〇
〇
〇

三
栄
書
房

松
下
正
樹

歌
集

風
音

一
四
〇
〇

幻
冬
舎

宮
部
み
ゆ
き

昨
日
が
な
け
れ
ば
明
日
も
な
い
一
六
五
〇

文
藝
春
秋

萩
原
浩

そ
れ
で
も
空
は
青
い
一
五
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

久
坂
部
羊

介
護
士
Ｋ

一
七
〇
〇

同

滝
本
竜
彦

ラ
イ
ト
・
ノ
ベ
ル

一
六
〇
〇

同

赤
川
次
郎

鼠
、
恋
路
の
闇
を
照
ら
す

一
六
〇
〇

同

伊
藤
暖
彦

航
宙
軍
士
官
、
冒
険
者
に
な
る

一
二
〇
〇

同

山
田
彩
人

皆
殺
し
の
家

一
八
〇
〇

南
雲
堂

四
元
康
祐

前
立
腺
歌
日
記

一
八
五
〇

講
談
社

船
場
弘
章

こ
ん
に
ち
は
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
先
生

改
訂
版

一
二
〇
〇

幻
冬
舎

坂
井
音
重

世
を
観
よ

一
二
〇
〇

同

鶴
村
和
夫

人
生
を
嗜
む

一
三
〇
〇

同

伊
藤
清

希
望
の
鎖

一
三
〇
〇

同

三
和
坂
伶

新
『
最
後
の
晩
餐
』

一
二
〇
〇

同

川
恵

人
生
、
よ
く
ば
リ
ス

一
一
〇
〇

同

鈴
木
和
音

あ
の
日
の
歌
を
も
う
一
度

一
〇
〇
〇

同

森
永
洋
一

沖
縄
の
い
な
い
夏

一
二
〇
〇

同

黒
岩
涙
香

死
美
人

二
〇
〇
〇

河
出
書
房
新
社

柏
井
壽

海
近
旅
館

一
三
〇
〇

小
学
館

チ
ー
ヴ
ァ
ー

巨
大
な
ラ
ジ
オ
／
泳
ぐ
人

二
三
〇
〇

新
潮
社

マ
ン
ロ
ー

ピ
ア
ノ
・
レ
ッ
ス
ン

二
二
〇
〇

同

青
海
美
砂

ラ
ケ
ッ
ト
は
つ
く
れ
な
い
、
も
う
つ
く
れ
な
い

二
〇
〇
〇

梨
の
木
舎

吉
田
新
一
編

イ
ギ
リ
ス
の
絵
本
（
下
）

二
八
〇
〇

朝
倉
書
店

ダ
ン
ト
ー

ア
ー
ト
と
は
何
か

二
六
〇
〇

人
文
書
院

刊
行
す
る
会
編

音
楽
の
「
根
」
を
掘
る

安
達
元
彦
三
七
〇
〇
高
文
研

北
沢
栄

南
極
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

一
六
〇
〇

産
学
社

最
果
タ
ヒ

百
人
一
首
と
い
う
感
情

一
五
〇
〇

リ
ト
ル
モ
ア

川
内
有
緒

空
を
ゆ
く
巨
人

一
七
〇
〇

集
英
社

カ
ワ
セ
ミ

ゾ
ン
ビ
ビ
ジ
ネ
ス
英
会
話

一
二
〇
〇

扶
桑
社

菅
原
勇
一
郎

東
京
大
田
区
・
弁
当
屋
の
す
ご
い
経
営
一
五
〇
〇

同

野
地
秩
嘉

世
界
に
一
軒
だ
け
の
パ
ン
屋

一
六
〇
〇

小
学
館

高
木
正
勝

こ
と
い
づ

一
八
〇
〇

木
楽
舎

藤
竹
暁
編
著

図
説

日
本
の
メ
デ
ィ
ア

新
版

一
五
〇
〇

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

山
西
雅
子

俳
句
づ
く
り
に
役
立
つ
！
旧
か
な
入
門
一
七
〇
〇

同

浜
田
敬
子

働
く
女
子
と
罪
悪
感

一
三
〇
〇

集
英
社

池
田
理
代
子

大
人
の
ぬ
り
え

ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
ら

一
三
〇
〇
同

帚
木
�
生

信
仰
と
医
学

一
六
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

春
海
四
方

前
略
、
昭
和
の
バ
カ
ど
も
っ
�

一
五
〇
〇

同

リ
ー
ズ

世
界
の
歴
史
を
変
え
た
ス
ゴ
イ
物
理
学
５０

三
八
〇
〇

ゆ
ま
に
書
房

山
本
健
吉

奥
の
細
道

現
代
語
訳
・
鑑
賞

軽
装
版

一
五
〇
〇

飯
塚
書
店

宮
澤
七
郎
監
修

ミ
ク
ロ
ワ
ー
ル
ド
人
体
大
図
鑑

庭
と
感
覚
器

二
八
〇
〇

小
峰
書
店

東
菜
奈

み
ん
な
た
い
せ
つ

世
界
人
権
宣
言
の
絵
本

一
七
〇
〇

岩
崎
書
店

網
代
幸
介

サ
ー
ベ
ル
ふ
じ
ん

一
五
〇
〇

小
学
館

長
新
太

や
ま
が
あ
る
い
た
よ

一
四
〇
〇

亜
紀
書
房

山
崎
善
弘

村
役
人
の
お
仕
事

二
二
〇
〇

東
京
堂
出
版

ヘ
ン
ツ

大
雪

一
八
〇
〇

岩
波
書
店

同

ウ
ル
ス
リ
の
す
ず

二
〇
〇
〇

同

ユ
ー
ル

１０
代
か
ら
の
社
会
学
図
鑑

二
二
〇
〇

三
省
堂

さ
さ
き
ひ
と
み

イ
ギ
リ
ス
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
手
帖

一
九
〇
〇

河
出
書
房
新
社

小
泉
和
子
編

楽
し
き
哀
し
き
昭
和
の
こ
ど
も
史

一
九
〇
〇

同

久
米
明

僕
の
戦
後
舞
台
・
テ
レ
ビ
・
映
画
史
７０
年
二
八
五
〇
同

安
田
純
平

シ
リ
ア
拘
束

安
田
純
平
の
４０
か
月

八
〇
〇
扶
桑
社

花
房
ゆ
い

遊
郭
へ

一
六
〇
〇

柏
書
房

テ
ル
ト
レ

地
図
で
見
る
東
南
ア
ジ
ア
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

二
八
〇
〇

原
書
房

は
し
も
と
み
お

猫
を
彫
る

一
五
〇
〇

辰
巳
出
版

太
田
篤
子

母
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
く

一
四
〇
〇

講
談
社

ヴ
ェ
リ
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
他

ド
ロ
ー
ン
情
報
戦

二
四
〇
〇

原
書
房

パ
ヴ
リ
チ
ェ
ン
コ

最
強
の
女
性
狙
撃
手

二
四
〇
〇

同

冨
岡
一
成

ぶ
ら
べ
ん

一
四
〇
〇

旬
報
社

さ
さ
き
あ
り

天
地
ダ
イ
ア
リ
ー

一
四
〇
〇

フ
レ
ー
ベ
ル
館

安
里
昌
利

未
来
経
済
都
市

沖
縄

一
六
〇
〇

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

藤
井
青
銅

「
日
本
の
伝
統
」
と
い
う
幻
想

一
五
〇
〇

柏
書
房

ゲ
ラ
ー

ゲ
ラ
ー
さ
ん
、
ニ
ッ
ポ
ン
に
物
申
す

一
六
〇
〇

東
京
堂
出
版

田
中
聡

明
治
維
新
の
「
�
」
を
見
破
る
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

一
七
〇
〇

河
出
書
房
新
社

�
田
敦
子

東
大
を
出
た
あ
の
子
は
幸
せ
に
な
っ
た
の
か

一
五
〇
〇

大
和
書
房

田
崎
健
太

全
身
芸
人

二
〇
〇
〇

太
田
出
版

ガ
ッ
テ
ィ

ぼ
く
た
ち
は
幽
霊
じ
ゃ
な
い

一
七
〇
〇

岩
波
書
店

マ
ー
ク
マ
ン
他

こ
の
脳
の
�
、
説
明
し
て
く
だ
さ
い
！

一
八
〇
〇

青
土
社

荒
木
健
太
郎

ろ
っ
か
の
き
せ
つ

一
五
〇
〇

ジ
ャ
ム
ハ
ウ
ス

ロ
ー
ゼ
ン
ス
ト
ッ
ク

ゴ
ッ
ホ
の
星
空

一
七
〇
〇

ほ
る
ぷ
出
版

東
村
ア
キ
コ

偽
装
不
倫

１

九
五
〇

文
藝
春
秋

蜂
な
ゆ
か

ア
ラ
サ
ー
ち
ゃ
ん

無
修
正

６
九
〇
〇

扶
桑
社

峰
な
ゆ
か

オ
シ
ャ
レ
な
人
っ
て
思
わ
れ
た
い
！

一
二
〇
〇

同

デ
ィ
ー

サ
イ
コ
パ
ス
の
言
葉

一
六
〇
〇

エ
ク
ス
ナ
レ
ッ
ジ

仲
代
達
矢

演
じ
る
こ
と
は
、
生
き
る
こ
と

一
六
〇
〇

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

な
か
に
し
礼

が
ん
に
生
き
る

一
三
〇
〇

小
学
館

宇
野
維
正

日
本
代
表
とM

r.C
hildren

一
六
〇
〇

ソ
ル
・
メ
デ
ィ
ア

斎
藤
明
美

女
優
に
あ
る
ま
じ
き
高
峰
秀
子

一
四
〇
〇

草
思
社

と
も
よ

わ
た
し
中
学
生
か
ら
統
合
失
調
症
や
っ
て
ま
す
。

一
三
〇
〇

合
同
出
版

岳
本
恭
治

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ピ
ア
ノ
・
メ
ソ
ッ
ド

一
八
〇
〇

春
秋
社

栖
来
ひ
か
り

台
湾
と
山
口
を
つ
な
ぐ
旅
一
五
〇
〇

西
日
本
出
版
社

西
村
洋
子

新
装
版

古
代
エ
ジ
プ
ト
語
基
本
単
語
集

二
八
〇
〇

平
凡
社

ス
ト
ッ
ク

ゴ
ッ
ホ

最
後
の
３
年

二
〇
〇
〇

共
栄
書
房

テ
ィ
リ
ー

牡
蠣
の
歴
史

二
二
〇
〇

原
書
房

ク
レ
イ
ジ
ス

そ
の
魔
球
に
、
ま
だ
名
は
な
い

一
四
〇
〇

あ
す
な
ろ
書
房

森
田
学

イ
タ
リ
ア
語
の
ル
ー
ル

一
七
〇
〇

白
水
社

竹
内
栄
美
子
他
編

中
野
重
治
・
堀
田
善
衛

往
復
書
簡

三
八
〇
〇

影
書
房

森
田
学

イ
タ
リ
ア
語
の
ド
リ
ル

一
七
〇
〇

白
水
社

鍋
倉
賢
治

続
・
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
道

一
六
〇
〇

大
修
館
書
店

神
川
靖
子

野
球
母
ち
ゃ
ん

一
八
〇
〇

新
評
論

渡
辺
哲
雄

も
の
が
た
り
で
わ
か
る
成
年
後
見
制
度

一
〇
〇
〇

中
日
新
聞
社

齊
藤
英
和
編

妊
娠
・
出
産
の
リ
テ
ラ
シ
ー
一
七
〇
〇

大
修
館
書
店

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ

デ
ン
マ
ー
ク
幸
福
研
究
所
が
教
え
る
「
幸
せ
」
の
定
義

一
七
五
〇

晶
文
社

和
田
春
樹

安
倍
首
相
は
拉
致
問
題
を
解
決
で
き
な
い

一
五
〇
〇

青
灯
社

こ
の
海
／
山
／
空
は
だ
れ
の
も
の
�
一
七
〇
〇
高
文
研

土
居
豊

司
馬
�
太
郎
『
�
ぶ
が
如
く
』
読
解

一
九
〇
〇

関
西
学
院
大
学
出
版
会

野
本
三
吉

ま
ち
に
暮
ら
し
の
種
子
を
蒔
く
一
七
〇
〇
社
会
評
論
社

平
野
秀
典

感
動
の
創
造

一
六
〇
〇

講
談
社

後
藤
正
治

拗
ね
者
た
ら
ん

本
田
靖
春
人
と
作
品

二
四
〇
〇
同

小
池
昌
代

影
を
歩
く

一
六
〇
〇

方
丈
社

ジ
ョ
ー
ン
ズ

ニ
イ
ハ
ウ
・
ゼ
ロ

三
五
〇
〇

双
葉
社

コ
ル
ネ
オ

よ
り
よ
き
世
界
へ

三
四
〇
〇

岩
波
書
店

大
石
直
紀

こ
の
道

一
七
〇
〇

小
学
館

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
と
家
族
の
コ
ト
バ

一
五
〇
〇

双
葉
社

赤
塚
不
二
夫

こ
れ
で
い
い
の
だ
・
・
・
さ
よ
な
ら
な
の
だ

一
三
〇
〇

小
学
館

草
加
大
介

「
ナ
ン
パ
塾
」
秘
伝

一
四
五
〇

河
出
書
房
新
社

前
田
正
子

無
子
高
齢
化

出
生
数
ゼ
ロ
の
恐
怖

一
七
〇
〇

岩
波
書
店

上
馬
キ
リ
ス
ト
教
会
の
世
界

一
三
〇
〇

講
談
社

水
木
し
げ
る

妖
怪
た
ち
の
い
る
と
こ
ろ

三
〇
〇
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

大
竹
伸
朗

ナ
ニ
カ
ト
ナ
ニ
カ

三
〇
〇
〇

新
潮
社

吉
川
景
都

さ
よ
な
ら
わ
た
し
の
お
か
あ
さ
ん

一
〇
〇
〇

同

愛
内
あ
い
る

自
分
の
顔
が
�
す
ぎ
て
、
整
形
に
行
っ
た
話

一
〇
八
〇

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

寺
田
健
太
郎

絵
で
わ
か
る
宇
宙
地
球
科
学

二
二
〇
〇

講
談
社

西
本
恵

日
本
野
球
を
つ
く
っ
た
男

石
本
秀
一
伝
二
三
〇
〇
同

黒
川
剣

鶴
見
俊
輔
伝

二
九
〇
〇

新
潮
社

佐
藤
愛
子

冥
界
か
ら
の
電
話

一
二
〇
〇

同

福
岡
伸
一

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト

生
命
を
愛
で
る
人

一
五
五
〇
同

筒
香
嘉
智

空
に
向
か
っ
て
か
っ
飛
ば
せ
！
一
四
〇
〇

文
藝
春
秋

沢
木
耕
太
郎

作
家
と
の
遭
遇

全
作
家
論

一
八
〇
〇

新
潮
社

坂
口
克

家
を
セ
ル
フ
で
ビ
ル
ド
し
た
い
一
六
五
〇

文
藝
春
秋

津
野
海
太
郎

最
後
の
読
書

一
九
〇
〇

新
潮
社

浪
江
啓
子

し
あ
わ
せ
貧
乏

昭
和
の
上
野
で

一
五
〇
〇

同

山
形
修

天
啓
聖
典

一
二
〇
〇

同

磯
野
雅
治

担
任
力
が
そ
だ
つ

一
七
〇
〇

解
放
出
版
社

濱
口
英
樹

ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
を
創
っ
た
男
た
ち

二
二
〇
〇

シ
ン
コ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

斎
藤
飛
鳥

子
ど
も
食
堂
か
み
ふ
う
せ
ん

一
五
〇
〇

国
土
社

池
川
明
他

�
が
る

一
六
〇
〇

牧
野
出
版

読
書
絵
日
記

秋
竜
山

山
�
武
也
『
「
孤
独
」
は
つ
く

っ
て
愉
し
む
も
の
	


こ
の
「
贅

沢
時
間
」
の
過
ご
し
方
』
（
三
笠

書
房
知
的
生
き
か
た
文
庫
、
本
体

６
５
０
円
）で
は
、
意
を
え
た
り
。

無
人
島
マ
ン
ガ
、
あ
る
い
は
孤
島

マ
ン
ガ
と
も
呼
ぶ
が
。
こ
れ
は
世

界
的
な
マ
ン
ガ
の
一
つ
の
テ
ー
マ

で
あ
り
分
野
で
あ
る
。
マ
ン
ガ
と

な
る
と
、
ナ
ン
セ
ン
ス
・
マ
ン
ガ

と
な
る
だ
ろ
う
。
無
人
島
マ
ン
ガ

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、

有
名
で
あ
り
過
ぎ
る
か
ら
説
明
す

る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
な
ぜ
、
み

ん
な
無
人
島
マ
ン
ガ
が
好
き
で
あ

る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
説
明
も

あ
え
て
す
る
こ
と
も
な
い
。
現
実

的
無
人
島
と
い
っ
た
ら
、
ロ
ビ
ン

ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
で
あ
る
が
、

そ
れ
を
突
き
つ
め
る
と
漫
画
の
、

一
人
の
れ
る
か
ほ
ど
の
小
さ
な
島

に
ヤ
シ
の
木
が
一
本
と
い
う
無
人

島
に
な
る
。
「
あ
な
た
は
、
無
人

島
へ
行
く
と
し
た
ら
…
…
」
と
、

い
う
と
無
人
島
マ
ン
ガ
の
無
人
島

へ
行
く
と
し
た
ら
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
そ
ん
な
島
へ
行
け
る
と

し
た
ら
、
と
い
う
こ
と
は
、
自
分

が
マ
ン
ガ
の
人
間
に
な
っ
た
ら
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
自

分
を
マ
ン
ガ
化
さ
せ
る
の
が
、
人

間
が
い
か
に
知
的
動
物
で
あ
る
か

が
わ
か
る
と
い
う
も
の
だ
。
み
ん

な
無
人
島
に
あ
こ
が
れ
る
の
は
、

独
り
に
な
り
た
い
か
ら
で
あ
る
。

の
が
れ
た
い
か
ら
だ
。
人
間
社
会

か
ら
で
あ
る
。
文
明
社
会
か
ら
逃

げ
出
し
て
、
独
り
に
な
り
た
い
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
こ
と

を
説
明
す
る
ま
で
も
あ
る
ま
い
。

〈
人
々
が
大
勢
い
る
喧
噪
の
中

の
ほ
う
が
創
作
活
動
に
い
い
、
と

い
う
人
も
い
る
。
だ
が
そ
の
場
合

や
周
囲
の
騒
が
し
さ
を「
無
機
質
」

な
も
の
と
し
て
感
じ
と
っ
て
い
る

の
で
、
そ
れ
自
体
が
一
種
の「
壁
」

と
な
っ
て
い
る
。
有
機
的
な
も
の

を
�
断
す
る
「
エ
ア
カ
ー
テ
ン
」

に
も
似
た
働
き
を
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
群
集
の
中
の
孤
独
が
実
現

さ
れ
て
い
る
場
合
な
の
だ
。〉（
本

書
よ
り
）

外
国
の
こ
と
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
今
、
日
本
人
は
無
人
島
の

住
人
に
な
っ
た
よ
う
な
時
間
の
中

に
い
る
。

〈
最
近
は
大
多
数
の
人
が
携
帯

電
話
や
そ
の
派
生
製
品
で
あ
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
類
い
に
見
入
っ

て
い
る
。
情
報
を
取
っ
た
り
チ
ェ

ッ
ク
し
た
り
、
さ
ら
に
交
信
し
た

り
ゲ
ー
ム
に
興
じ
た
り
す
る
の
に

忙
し
そ
う
だ
。
乗
り
物
の
中
に
い

て
静
止
し
て
い
る
と
き
だ
け
で
は

な
く
、
歩
い
て
い
る
と
き
、
す
な

わ
ち
自
分
が
移
動
し
て
い
る
と
き

で
も
、
そ
の
行
為
を
や
め
よ
う
と

は
し
な
い
。
ま
さ
に
、
ネ
ッ
ト
に

う
つ
つ
を
抜
か
し
て
い
る
。〉（
本

書
よ
り
）

い
ず
れ
に
し
て
も
、
世
は
ネ
ッ

ト
時
代
で
あ
る
。
と
、
本
書
で
は

述
べ
て
い
る
が
、
ネ
ッ
ト
に
興
じ

て
い
る
ヒ
ト
は
、
無
人
島
マ
ン
ガ

に
お
け
る
マ
ン
ガ
人
間
の
姿
そ
の

も
の
で
あ
る
。
ス
マ
ホ
を
し
て
い

る
人
に
、
ち
ょ
っ
と
で
も
話
し
か

け
た
り
す
る
と
、「
う
る
さ
い
�
」

と
い
わ
ん
ば
か
り
の
顔
で
に
ら
み

か
え
し
て
く
る
。
う
っ
か
り
話
し

か
け
た
り
で
き
な
い
世
の
中
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
マ

ホ
な
ん
て
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
�

と
、
ス
マ
ホ
の
せ
い
に
す
る
わ

け
に
も
い
か
ん
だ
ろ
う
。
ネ
ッ
ト

に
は
ま
る
こ
と
は
、

〈
結
局
は
、
孤
独
を
紛
ら
わ
せ

る
作
業
に
没
頭
す
る
結
果
に
な
っ

て
い
る
。
多
く
の
人
た
ち
と
ネ
ッ

ト
で
つ
な
が
れ
ば
、
仲
間
意
識
を

味
わ
う
機
会
が
多
く
な
り
、
そ
れ

だ
け
寂
し
く
は
な
い
。
〉（
本
書
よ

り
）ま

す
ま
す
、
無
人
島
マ
ン
ガ
人

間
に
な
っ
て
い
く
。
一
人
一
人
が

小
さ
な
無
人
島
を
つ
く
り
そ
の
島

の
住
人
と
な
っ
て
い
る
。
ヤ
シ
の

木
が
一
本
。
か
つ
て
は
無
人
島
マ

ン
ガ
と
い
え
ば
、
そ
こ
へ
漂
着
し

た
人
が
、
水
平
線
に
む
か
っ
て
、

「
オ
ー
イ
、
助
け
て
く
れ
ー
」と
、

叫
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
、

そ
の
言
葉
を
発
し
た
と
し
た
ら
、

何
の
意
味
を
求
め
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

連
載
第
１
４
６
２
回

無
人
島
マ
ン
ガ
人
間
化
す
る
日
本
人
、の
巻

ハンス�ゲオルグ・ガー

ダマーはハイデルベルクで

迎えた百歳の誕生日の祝典

で一服の講話をなした。西

洋哲学は孔子を見習い音楽

の典礼を極めねばならぬ。

それが談話の骨子だった。

音楽は文化にいかなる貢献

をなし、洋の東西の隔たり

にいかに架橋するのだろう

か。光平有希の博士論文に

基づく著作『「いやし」と

しての音楽��江戸期・明

治期の日本音楽療法思想

史』（臨川書店）は、この問

題に新鮮な光をあてる。西

洋音楽では「リズム・メロ

ディー・ハーモニー」が三

要素とされる。リズムは生

命現象の根源であり地球の

自転と月による潮汐がそれ

を司る。山崎正和の『リズ

ムの哲学ノート』や�口桂

子の『日本人のリズム感』

などが最近の成果だろう。

メロディーは記憶に深く関

わり、幼少に暗唱した楽曲

が耳朶に甦る。ハーモニー

は集団的な一体感を醸し出

す。修道院でミサ曲を合唱

し、仏教寺院に籠って僧侶

に交じり読経すると、脳内

では安定したα波の発生が

検出される。こうした要素

の統合からなる声楽や器楽

が、精神面を含めた療法上、

特異な効能を発揮すること

は、いまさら贅言を要すま

い。

天心・岡倉覚三は西洋の

シンフォニーに感動し、オ

ペラに開眼して英文遺作の

リブレット「白狐」を残し

た。同時代のラフカディオ

・ハーンこと、帰化して小

泉八雲となった作家は、西

洋人には珍しく三味線の音

に快感を催した。八雲は秋

になれば虫の音に耳傾ける

稀有な人格だった。西田幾

多郎も適切に述べるとお

り、八雲にとって虫の音は

先祖の声を聴く体験に通じ

ていた。その八雲が「耳な

し芳一」を残したのも偶然

ではあるまい。盲目の琵琶

法師は盲目ゆえに不可視の

霊を呼び寄せる霊力を備え

ていたが、それゆえに霊に

憑依される事態を招く。西

欧の楽器でもヴァイオリン

などを弾けば、奏者の肉体

や頭脳までが共振・共鳴す

ることを体験できる。覚三

が『茶の本』にひく伯	の

「琴ならし」の故事でも、

道士は琴の材料となった桐

の古木の霊と交わり、無我

の境地のうちに一体となっ

て過去を再生する。ハモニ

カに合わせて遠吠えする飼

犬は、コヨーテや狼だった

太古を想起しているのだろ

う。

音声の反復は詩や歌の韻

に通じる。折口信夫や九鬼

周造といった幻視・幻聴者

は、韻律の再帰のうちに過

去の甦りをまざまざと実感

した。折口の「斜聴」説、

九鬼の「永劫回帰」はここ

に淵源を発する。それは別

言すれば憑依現象でもあ

り、歌舞音曲や和歌の唱和

は、先祖の霊との交歓でも

あれば、降霊術にも接近す

る。近代日本の音楽療法の

祖、呉秀三の甥に『ドグラ

・マグラ』の作者・夢野久

作があるのも偶然ではある

まい。太古の記憶の隔世遺

伝は楽曲を媒体に営まれ

る。また近代洋楽の祖、伊

沢修二は、手話の導入者で

もあった。聾
という障害

こそが音楽への接近と表裏

をなす。伊沢は目賀田種太

郎とともに音楽取調掛の創

設を建言するが、その近傍

に『音楽利害』（１８９２）の著

者、神津仙三郎の姿も見え

てくる。

音楽療法の病跡学に先鞭

をつけた神津は和漢洋の学

識を兼備したが、「心気」

への注目が同時代欧米の学

術との差異を際立たせる。

さらに�れば貝原益軒の

『養生訓』に至るが、「養

生」とは元来「生命を養う」

の意。西洋医学では治�や

療養に重きを置き、和語の

「いやし」も現在ではその

影響下にある。だが中国医

学では未病段階での「養

生」に基軸を据える。「養

生」から「治療」へ。その

paradigme shiftはいかなる

断絶と移行だったのか。

「気」の概念はニューサイ

エンスばやりを経て、西欧

ではとかく忌避されてき

た。だが近年、気功やヨガ

は欧米でも隆盛をみる。

「気」とは呼気であり、ヘ

ブライ語のルーアハ、ギリ

シア語のプネウマであり、

そこに西方キリスト教は三

位一体の精霊の宿りを記

す。宗教学や哲学、民俗学

や人類学の応援をも得て、

東西の「気」の「ゆら

ぎ」、微妙な周波数の違い

が惹起する「うねり」に注

目することが、今後の文化

を跨ぐ音楽療法transcultural
musical therapyの実践的課

題となろう。身体や楽器と

いう「うつわ」を介して

「うつろう」音曲の息吹で

ある。

＊光平有希著『「いやし」と

しての音楽��江戸期・明

治期の日本音楽療法思想

史』（臨川書店、２０１８年９月

３０日刊）を囲む書評会（１１

月１５日、国際日本文化研究

センター）に取材した。

訃
報

入
沢
康
夫
氏
が
死
去

入
沢
康
夫
（
い
り
さ
わ
・
や
す

お
）
氏


詩
人
、
フ
ラ
ン
ス
文
学

者
。
１０
月
１５
日
、
死
去
、
８６
歳
だ

っ
た
。

１
９
３
１
年
生
ま
れ
、
松
江
市

出
身
。
東
京
大
学
で
フ
ラ
ン
ス
文

学
を
学
び
、
詩
作
の
か
た
わ
ら
明

治
大
学
教
授
な
ど
を
務
め
、
論
文

や
翻
訳
を
多
数
手
掛
け
た
。
６６
年

『
季
節
に
つ
い
て
の
試
論
』
で
Ｈ

氏
賞
を
受
賞
、
そ
の
後
『
死
者
た

ち
の
群
が
る
風
景
』で
高
見
順
賞
、

『
漂
ふ
舟
』
で
現
代
詩
花
椿
賞
、

『
遐
い
宴
楽
』
で
萩
原
朔
太
郎
賞

な
ど
、数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
た
。

０８
年
、
日
本
芸
術
院
会
員
。
宮
沢

賢
治
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
も

知
ら
れ
、『
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』

の
編
集
に
携
わ
り
、
宮
沢
賢
治
学

会
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
初
代

代
表
理
事
を
務
め
た
。

高
取
英
氏
が
死
去

高
取
英
（
た
か
と
り
・
え
い
）
氏



劇
作
家
・
演
出
家
・
マ
ン
ガ
評
論

家
。１１
月
２６
日
、虚
血
性
心
疾
患
の

た
め
死
去
し
、
６６
歳
だ
っ
た
。
葬

儀
は
近
親
者
の
み
で
営
ま
れ
た
。

後
日
、
し
の
ぶ
会
が
行
わ
れ
る
。

１
９
５
２
年
大
阪
府
堺
市
生
ま

れ
。
大
阪
市
立
大
学
在
学
中
に
白

夜
劇
場
を
結
成
、
演
劇
活
動
に
入

る
。
ま
た
、
『
漫
画
エ
ロ
ジ
ェ
ニ

カ
』
の
編
集
長
と
し
て
三
流
劇
画

ブ
ー
ム
を
起
こ
し
た
。
８６
年
に

「
月
�
歌
劇
団
」
を
旗
揚
げ
、
自

身
の
作
品
や
寺
山
修
司
作
品
な
ど

を
多
数
発
表
。
「
聖
ミ
カ
エ
ラ
学

園
漂
流
記
」
「
女
神
ワ
ル
キ
ュ
ー

レ
海
底
行
」
な
ど
の
脚
本
・
演
出

を
行
っ
た
。
０６
年
に
京
都
精
華
大

の
マ
ン
ガ
学
部
の
教
授
、
１４
年
か

ら
大
正
大
学
表
現
学
部
表
現
文
化

学
科
の
客
員
教
授
も
務
め
た
。

長
谷
邦
夫
氏
が
死
去

長
谷
邦
夫
（
な
が
た
に
・
く
に

お
）
氏


漫
画
家
。
１１
月
２５
日
、

う
っ
血
性
心
不
全
で
死
去
、
８１
歳

だ
っ
た
。葬
儀
は
親
族
で
営
ん
だ
。

１
９
３
７
年
�
飾
区
生
ま
れ
。

赤
塚
不
二
夫
の
ブ
レ
ー
ン
の
一
人

と
し
て
、
ギ
ャ
グ
漫
画
の
創
作
を

支
え
た
。
漫
画
評
論
も
活
発
で
、

手
塚
治
虫
文
化
賞
の
選
考
委
員
な

ど
も
務
め
た
。
著
書
に
『
パ
ロ
デ

ィ
漫
画
大
全
』
『
あ
る
マ
ン
ガ
家

の
自
伝

桜
三
月
散
歩
道
』な
ど
。

稲
賀
繁
美

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授

連
載
１８９

楽
の
音
、詩
の
韻
が
伝
え
る
生
命
の
息
吹

東
洋
的
養
生
と
西
洋
近
代
の
療
法
と
の〈
あ
い
だ
〉

稲
賀
繁
美

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授

思

考

の

隅

景
「楽の音、詩の韻が伝える生命の息吹：東洋的養生と西洋近代の療法との〈あいだ〉」 

『図書新聞』　3379号 2018年12月15日　




